
国際バカロレアの推進
・国際バカロレア機構が提供する国際的な教育プログラム。特色的なカリキュラム、双方向・
協働型授業により、グローバル化に対応した素養・能力を育成。
世界１４０以上の国・地域、４，９４３校で実施（平成２９年８月現在）。

・高校レベルのディプロマプログラム（ＤＰ）は、国際的に通用する大学入学資格（ＩＢ資格）が
取得可能であり、世界の大学入学者選抜で広く活用。

①グローバル人材の育成
課題発見・解決能力、
コミュニケーション能力等

国際バカロレア認定校等を
２０１８年までに２００校に

※平成29年8月現在 （計103校）
PYP：認定校23校候補校等15校
MYP：認定校14校候補校等6校
DP  ：認定校33校候補校等12校

「日本再興戦略-JAPAN is BACK-」（平成25年6月閣議決定）

②国際的通用性

国内外への進路の多様化

③初等中等教育の質の向上

③大学の国際化・活性化

導入の意義

文部科学省の主な取組

国際バカロレア（ＩＢ）について

・外国人に対する特別免許状の授与促進等

・ＩＢ認定に必要なワークショップ受講に係る支援

・大学入学者選抜におけるＩＢの活用促進

・ＩＢ認定のための手引きの作成・普及

・国際ﾊﾞｶﾛﾚｱ・ﾃﾞｭｱﾙﾗｹﾞー ｼﾞ・ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ連絡協議会の設置・運営
ＩＢに関心を有する高校等の連携・情報共有の場
※平成29年4月現在、72校・機関が構成員として、26教育委員会が
オブザーバーとして参加。

DPと学習指導要領の双方を無理なく履修可能とするための取組

「まち・ひと・しごと創生総合戦略」（2016改訂版）
（平成28年12月22日閣議決定）

２０２０年までに国際バカロレア認定校等を
２００校以上に

ＩＢに対応可能な教員を確保するための取組

・DPの導入を促進するための教育課程の特例措置

IB推進の基盤形成のための取組

・「日本語DP」（平成29年度予算額74百万円（平成28年度予算額89百万円））
ＤＰの一部科目を、日本語でも実施可能とするプログラム。国際バカ
ロレア機構との協力の下、平成28年度から日本語DP試験を実施。
※日本語ＤＰ対象科目：歴史、地理、経済、物理、化学、生物、数学、数学スタディーズ、
音楽、美術、Theory of Knowledge、 Extended Essay、Creativity/Action/Service

ＩＢを日本の学校が導入しやすくするための取組

※PYP:プライマリー・イヤーズ・プログラム（３～１２歳）、MYP：ミドル・イヤーズ・プログラム（１１～１６歳）、DP：ディプロマ・プログラム（１６～１９歳）

資料６ー１
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国際バカロレアの認定校 
（平成２９年８月１日現在） 

 
全４７校（うち PYP実施校 ２３校  MYP実施校 １４校  DP実施校 ３３校） 

１校で複数のプログラムを実施している学校があるため、プログラム毎の校数の合計は全体の校数と一致しない 

※・・・学校教育法第１条に規定されている学校  ◎・・・日本語DP実施校（９校） 

(参考)世界における国際バカロレア認定校数  １４０以上の国・地域   ４，９４３校 
 

 内訳 ＰＹＰ実施校：１，５３７校  ＭＹＰ実施校：１，４１５校  ＤＰ実施校：３，２２５校  CＰ実施校：１５８校 

 学校名 所在地 ＰＹＰ ＭＹＰ ＤＰ 
１ ※市立札幌開成中等教育学校 北海道  ○  
２ ※仙台育英学園高等学校 宮城県   ◎ 
３ 東北インターナショナルスクール 宮城県 ○   
４ つくばインターナショナルスクール 茨城県 ○ ○ ○ 
５ ※茗渓学園高等学校 茨城県   ◎ 
６ ※ぐんま国際アカデミー 群馬県   ○ 
７ ※昌平中学校 埼玉県  ○  
8 ※筑波大学附属坂戸高等学校 埼玉県   ◎ 
9 インディア・インターナショナルスクール・イン・ジャパン 東京都   ○ 

10 アオバジャパン・インターナショナルスクール 東京都 ○ ○ ○ 
11 カナディアン・インターナショナルスクール 東京都 ○   
12 Ｋ・インターナショナルスクール 東京都 ○ ○ ○ 
13 ＪＣＱバイリンガル幼稚園 東京都 ○   
14 神宮前小学校国際交流学級 東京都 ○   
15 清泉インターナショナルスクール 東京都 ○  ○ 
16 セント・メリーズ・インターナショナルスクール 東京都   ○ 
17 ※玉川学園中学部・高等部 東京都  ○ ○ 
18 東京インターナショナルスクール 東京都 ○ ○  
19 ※東京学芸大学附属国際中等教育学校 東京都  ○ ◎ 
20 ※東京都立国際高等学校 東京都   ○ 
21  みずほスクール 東京都 ○   
22 ※山梨学院大学附属高等学校 山梨県   ◎ 
23 ※インターナショナルスクール・オブ・アジア軽井沢 長野県   ○ 
24 サンモール・インターナショナルスクール 神奈川県   ○ 
25 ホライゾン･ジャパン･インターナショナル･スクール 神奈川県   ○ 
26 横浜インターナショナルスクール 神奈川県 ○ ○ ○ 
27 ※法政大学女子高等学校 神奈川県   ◎ 
28 ※サニーサイドインターナショナルスクール 岐阜県 ○   
29 ※加藤学園暁秀高等学校・中学校 静岡県  ○ ○ 
30 名古屋国際学園 愛知県 ○ ○ ○ 
31 ※名古屋国際中学校・高等学校 愛知県   ○ 
32 京都インターナショナルスクール 京都府 ○   
33 同志社国際学院 京都府 ○  ○ 
34 ※立命館宇治高等学校 京都府   ○ 
35 大阪YMCAインターナショナルスクール 大阪府 ○   
36 関西学院大阪インターナショナルスクール 大阪府 ○ ○ ○ 
37 カナディアン・アカデミー 兵庫県 ○ ○ ○ 
38 関西国際学園 兵庫県 ○   
39 神戸ドイツ学院 兵庫県 ○   
40 マリスト国際学校 兵庫県   ◎ 
41 ※英数学館高等学校 広島県   ◎ 
42 ※ＡＩＣＪ高等学校 広島県   ○ 
43 広島インターナショナルスクール 広島県 ○  ○ 
44 福岡インターナショナルスクール 福岡県 ○  ○ 
45 ※リンデンホールスクール中高学部 福岡県   ○ 
46 沖縄インターナショナルスクール 沖縄県 ○ ○  
47 ※沖縄尚学高等学校 沖縄県   ◎ 

  合 計 23校 1４校 ３３校 
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2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017.8

PYP MYP DP

(14)
1,094

(19)

(16) (9)

国際バカロレア(PYP,MYP,DP)の認定校数の推移

858 902 927

1,117

2,197 2,291 2,330

2,623

2,766 3,108 3,264 3,482 3,671 3,937 4,664 4,943

747 805
937

1,197

(7)
1,022

(19)
2,461

(33)
3,225

(14)
1,415

※（）内は日本国内の学校数。
※１校で複数のプログラムを実施している学校があるため、プログラムごとの学校数の合計は、全認定校数と一致しない。
※２０１７年は８月１日現在。それ以外の年は１１月時点の学校数。

(23)
1,537

(26)
2,920

(9)
1,225(19)

1,330

全認定校

1,451
(22)1,326

(11)

3,099
(28)
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ＤＰのカリキュラム

グループ名 科目例

１ 言語と文学
（母語）

言語Ａ：文学、言語Ａ：言語と文学、文学と演劇
※

２ 言語習得
（外国語）

言語Ｂ、初級語学、古典語学

３ 個人と社会
ビジネス、経済 、地理 、グローバル政治、歴史 、心理学、環境システム社会

※

情報テクノロジーとグローバル社会、哲学、社会・文化人類学、世界の宗教、

４ 理科
生物 、化学 、物理 、デザインテクノロジー、環境システムと社会

※

コンピュータ科学、スポーツ・運動・健康科学

５ 数学 数学スタディーズ 、数学ＳＬ 、数学ＨＬ 、数学ＦＨＬ

６ 芸術 音楽 、美術 、演劇 、ダンス、フィルム、文学と演劇
※

① 各グループから１科目ずつ選択し、計６科目を２年間で履修。ただし、グループ６（芸術）は他のグ

ループからの科目に代えることも可能。６科目のうち、３～４科目を上級レベル（HL,各240時間）、その
他を標準レベル（SL,各150時間）として履修。

② また、プログラムの「コア」となる、次の３つの必修要件を履修。

課題論文（EE: Extended Essay） ：履修科目に関連した研究分野について個人研究に取り組み、
成果を4,000語（日本語の場合は8,000字）の論文にまとめる。

知の理論（TOK: Theory of Knowledge） ：「知識の本質」について考え、「知識に関する主張」を
分析し、知識の構築に関する問いを探究する。批判的思考を培い、生徒が自分なりのものの

見方や、他人との違いを自覚できるよう促す。最低100時間の学習。
創造性・活動・奉仕（CAS: Creativity/Activity/Service） ：創造的思考を伴う芸術などの活動、
身体的活動、無報酬で自発的な交流活動といった体験的な学習に取り組む。

※「日本語DP」について
DPの授業・試験は、原則として、英語、フランス語又はスペイン語で行う必要があるが、その一部科目

を、日本語で実施可能とするプログラム。 内の科目と必修要件が、日本語でも実施可能。（なお、

内の科目については平成28年11月から、 内の科目については平成30年11月から最終試験を実施。）
なお、日本語DPでも、６科目中２科目（通常、グループ２（外国語）に加えて更に１科目）は、英語等

で履修する必要がある。

③ DP資格の取得には、上記を全て履修し、外部評価（国際バカロレア試験等）及び内部評価を通じ
て、原則として45点満点中24点以上を取得することが必要。配点は、６科目につき各７点（計42点）、
３つの必修要件で計３点。

※なお、「文学と演劇」はグループ１と６の横断科目。「環境システムと社会」はグループ３と４の横断科目。
また、「世界の宗教」および「スポーツ・運動・健康科学」はＳＬのみ。
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2005年・上級・標準レベル科目共通 制限時間／９0分
出題の中から2つの設問を選択し、それぞれの設問に関する歴史的出来事、その出来事

が20世紀にどのようにして展開されたかを論述。

テーマ群1／戦争の原因、勃発、そしてその影響
1. 第一次世界大戦における同盟国、もしくは第二次世界大戦における日独伊の枢軸国

の政権が敗北した主な原因を述べなさい。
2. 戦争が社会変革を加速させるという視点にどの程度賛成するか述べなさい。
3. 異なる地域で勃発した二つの戦争について、自国内と最前線とで展開された民間人

による戦争への貢献について評価しなさい。
4. ロシアの内戦、スペイン市民戦争、中国の内戦の3つ内戦のうち2つを選んで、その内

戦が起こった理由、影響、そして外国の関与について比較しなさい。
5. 「和平調停は新たな抗争の条件を整える。」 この発言について、どの程度同意する

か、少なくとも2つの和平交渉を例に説明しなさい。

このようなテーマ群が６つあり、計３０のテーマから２つを選んで回答。

ただし、同一テーマから２つ選んではいけない。

参考： http://www.ibo.org/programmes/diploma-programme/assessment-and-exams/sample-exam-papers/

国際バカロレア試験：歴史科目の例
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2004年・上級レベル科目 制限時間／７５分
複数の選択肢（オプション）の中から２つを選択し、それぞれ全ての設問に解答

オプションＧ／現代分析化学

G1. 遷移金属の錯イオンを含む水溶液は通常、呈色する。これは、溶液中を透過する白色光の波長の一
部の吸収によるものである。

(a) 3つの要素が、吸収される色を決定するのに役立つ。以下のそれぞれのペアについて、２つの複合体
の色の違いの要因となる点を延べよ。

• , 
• , 
• , ,  

(b) 錯イオンによる色の吸収の波長は、金属イオンのd軌道の分裂という点で説明することができる。Cu のd軌道の電子配置は次の略図で示される。

Cu が として存在するとき、 Cu の電子配置がどのようになるか、略図を書け。

(c) と におけるd軌道の分裂は、 の分裂より大きいか、ま

たは小さいか予測せよ。

参考： http://www.ibo.org/programmes/diploma-programme/assessment-and-exams/sample-exam-papers/

国際バカロレア試験： 化学科目の例

※G2, G3は省略
※このような選択肢（オプション）が複数あり
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